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～　編集部より　～

この秋発足した自維連立の高市政権は、安保三文書改定を前倒しすることを合意
し、非核三原則見直しや原子力潜水艦保有の検討に入る可能性があり、核に依存し
た戦争する国づくりに前のめりです。のみならず高市首相は、「台湾有事は存立危機
事態」との発言を撤回しようとせず、日本をいっそう危険な状況に追い込みました。
　11月15日に開催された当協会総会と意見交換会では、この政府の姿勢を転換させ、
核抑止論から脱却し武力に頼らない平和的解決をめざすことこそが、北東アジアの
安全保障の要であると確認されています（議論の内容は、次号に掲載）。
　来年は、2026NPT再検討会議、そしてTPNW第1回検討会議が開催されます。核
廃絶に向けた前進をかちとるために、私たち法律家と市民が果たすべき役割は重要
です。（恭）

今号の読者アンケートは、こちらのQRコードから⇒
ぜひご応募ください。

引続き投稿も大歓迎です。
投稿ご希望の方は、日本反核法律家協会事務局までご連絡ください。

次号（第 126 号　2026 年春号）予告
特集　2025 総会・意見交換会「2026 年核廃絶に向けて　市民社会の課題は

何か―北東アジアの視点から考える」外
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